
8 月31日現在（）内は前回比、男23, 997(+1O) 女26, 674(+25） 計50, 671(+35） 世帯18, 504(+27) 

8 月31日、アンドレアさんは、南小学校 3 年 1 組の子どもたちを教えてい

ました。通り一遍の授業ではなくゲームをしながら楽しく分かりやすく時に

は日本語を交えながら子どもたちと接していました。 
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9 月 3 日、ミシェルさんは、五一中 1 年 5 組の教壇に立っていました。自

分の出身地であるアメリカウィスコンシン州ミルウォーキー市のことや好き
な食べ物などについて生徒らと対話していました。 
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の
留
学
生
で
す
。
ま
た
、
ミ
シ
ェ
ル
さ
ん
は
、
一
一
年前
に
秋
田
ミ
ネ

ソ
タ
州
立
大
学
秋
田
校
に
留
学
し
、
ア
メ
リ
カ
に
帰
っ
て
か
ら
人

類
学
を
専
攻
し
た
才
女
で
す
。
 

二
人
と
も
日
本
の
文
化
に
大
き
な
興
味
を
持
ち
、
特
に
学
生
時

代
生
け
花
倶
楽
部
に
在
籍
し
た
ミ
シ
ェ

ル
さ
ん
は
、
五
所
川
原
に

い
る
間
に
茶
の
湯
も
習
い
た
い
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
 

2
名
体
制
にな
り
ま
し
た
 

、
 

市
で
は

こ
れ
ま
で
、
一
名
で
あ
っ
た
A
L
T
（外
国
語
指
導
助
 

手
）
を
今
年
か
ら
二
名
体
制
と
し
ま
し
た
o市
内
小
中
学
校
の

A
 幡
 

L
T
と
し
て
新
し
く
就
任
し
た
ミ
シ
ェ
ル
・
マ
ヤ
ー
ホ
フ
ァ
ー
さ
 
知

ん
、
ア
ン
ド
レ
ア
・
セ
ケ
レ
シ
ュ
さ
ん
の
両
名
は
、
各
学
校
で
が
ん
 
浮

ば
っ
て
い
ま
し
た
。
 

代
 

ア
ン
ド
レ
ア
さ
ん
は
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
出
身
で
現
役
の
弘
前
大
学
 
公
 

人口と世帯 

、
 

、
 

ア
シ
ス
タ
ン
ト
ラ
ン
ゲー
ジ
テ
ィ
ー
チ
ャー

 

L
T
が
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9月9日に行われた五所川原市議会議員一般選挙により、24名の市議会議員が選ばれ、現職議員
が全員当選、共産党元の工藤善司氏が返り咲きを果たしました。任期は平成13年10月4日から平 
成17年10月3日までです。 	（敬称略。略歴は右から所属政党、職業、住所となります。） 
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五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 9月15日 

今
年
の
立
倭
武
多

「
北
の
守
護
神
」
の
雄
姿
 

‘
』
 

津
軽
地
方
で
豊
か
な
郷
土
づ
く
り
に

功
績
の
あ
っ
た
個
人
、
団
体
に
贈
る
第

一
干
一
回
陸
奥
新
報社
賞
に
本
市
の
五

所
川
原
立
侯
武
多
運
営
委
員
会

（
大
会

長

・
川
村
恒
儀
五
所
川
原
商
工
会
議
所

会
頭
）
が
受
賞
さ
れ
、
九
月
一
日
に
シ

テ
ィ
弘
前
ホ
テ
ル
で
顕
彰
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
 

立
侯
武
多
の
復
元
・
運
行
が全
国
的

に
注
目
を
集
め
、
市
や
関
係
団
体
、
市

民
が
一
丸
と
な
っ
て
短
期
間
で
津
軽
を

代
表
す
る
ま
つ
り
に
育
て
た
こ
と
や
観
 
 

光
振
興
、
市
の
活
性
化
の
起
爆
剤
と
し

て
市
民
に
勇
気
と
自
信
を
与
え
た
こ
と

が
評
価
さ
れ
た
も
の
で
す
。
 

受
賞
を
受
け
た
川
村
大
会
長
は
、
 

「名
誉
あ
る
賞
を
い
た
だ
き
大
変
あ
り

が
た
い
。
こ
れ
も
ひ
と
え
に
立
侵
武
多

を
支
え
て
く
れ
た
関
係
者
や
市
民
の
努

力
と
協
力
の
た
ま
も
の
で
す
。
こ
れ
か

ら
も
伝
統
を
守
り
な
が
ら
趣
向
を
こ
ら

し

一
層
の
充
実
に
努
め
た
い
」
 
と
語
っ

て
い
ま
し
た
。
 

夏
の
キ
プ
り
そ
の
ま
ま
に
ン
 

五
所
川
原
 

立
侯
武
多
写
真
展
 

ー
 

 

九
月
二
日
か
ら
五
日
ま
で
中
三
デ
パ
 

ー
ト
五
階
催
事
場
で
 
「五
所
川
原
立
侯

武
多
写
真
展
」
が
開
催
さ
れ
多
く
の
市

民
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
 

同
展
は
、
夏
ま
つ
り
の
熱
気
を
写
真

に
よ
っ
て
伝
え
よ
う
と
市
観
光
協
会
が

毎
年
行
な
っ
て
い
る
も
の
で
す
。
 

会
場
に
は
ア
マ
チ
ュ
ア
カ
メ
ラ
マ
ン

が
撮
影
し
た
百
七
点
の
写
真
が
展
示
さ

れ
様
々
な
角
度
か
ら
の
立
侵
武
多
ゃ
そ

れ
に
参
加
し
た
人
々
を
写
し
た
力
作
が

並
び
、
見
物
客
ら
は
一
点
一
点
に
見
入

っ
て
い
ま
し
た
。
 

、馴
急
事
態
に
も
確
実
に
対
応
ノ
 

市
役
所
庁
舎
 

防
災
訓
練
 

不
特
定
多
数
の
人
が
出
入
り
す
る
市

役
所
で
は
、
い
っ
た
ん
災
害
が
あ
っ
た

場
合
、
来
庁
者
の
人
命
の
確
保
や
公
の

財
産
で
あ
る
庁
舎
の
保
全
は
、
な
に
よ

り
も
優
先
さ
れ
る
公
務
員
の
責
務
で
す
。
 

こ
う
し
た
責
務
を
確
実
に
果
た
せ
る

よ
う
、
五
所
川
原
消
防
署
の
協
力
の
も

と
、
九
月
三
日
、
市
庁
舎
ボ
イ
ラ
ー
室

で
火
災
が
発
生
し
た
と
の
想
定
で
防
災

訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
 

避
難
誘
導
訓
練
の
ほ
か
、
救
助
袋
を

使
っ
た
緊
急
避
難
訓
練
、
は
し
ご
車
に

よ
る
救
出
訓
練
な
ど
人
命
確
保
の
た
め

の
訓
練
や
、
消
火
栓
、
消
火
器
を
使
用

し
た
初
期
消
火
訓
練
を
行
い
、
参
加
し

た
職
員
は
手
順
を

ー
つ
ー
つ
確
認
し
な

が
ら
作
業
し
て
い
ま
し
た
。
 

「
三
階
男
子
ト
イ
レ
か
ら
の
 

初
期
消
火
訓
練
」
 
 「

は
し
ご
車
に
よ
る
救
出
訓
練
。
参

加
職
員
は
高
さ
に
ち
ょ

っ
と
び
っ

く
り

ー
」
 

「
消
火
器
の
使
用
訓
練
。
手
順
を
き

ち
ん
と
確
認
し
、
緊
急
事
態
に
備

え
ま
す
。
」
 

訓
練
後
の
講
評
で
は
、
古
川
総
務
部

長
と
神
消
防
署
長
が
最
近
の
火
災
災
害

に
も
触
れ
、
職
員
に
日
頃
か
ら
防
災
意

識
の
向
上
に
努
め
る
ょ
う
促
し
ま
し
た
。
 

一
第
ニ
十
一
回
陸
奥
新
報
社
賞
 

五
所
川
原立
候
武
多運
営
委
員
会
受
賞
 



 

「健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と
心
」
 

 

市
町
村
対
抗第
九
回
県
民
駅
伝

競
走
大
会
（
総
合
ニ十
四
位）
 

ど
つ
もあ
り
が亡
っ
 

土曜開庁9月22日休止のお知らせ 

住民票の入力及び戸籍の記載更正作業のた

め9月22日の土曜日（午前）住民票、印鑑登録

証明書等の交付を休止させていただきますの

でお間違いのないようお願いします。 

市民課 

「健
脚
で
つ
な
げ
郷
土
の
和
と
心
」
 

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
市
町
村
対
抗
第
九
回

県
民
駅
伝
競
走
大
会
が
九
月
二
日
、
青
 
 

森
市
で
右
わ
れ
県
内
六
十
七
市
町
村
の

代
表
ラ
ン
ナ
ー
六
百
七
十
人
が
健
脚
を

競
い
合
い
ま
し
た
。
 同

大
会
は
、
青
函

メ
モ
リ
ア
ル
シ
ッ
プ

八
甲
田
丸
を
ス
タ

ー
 

ト
し
県
総
合
運
動
公

園
陸
上
競
技
場
を
ゴ
 

ー
ル
に
四
二
・
一
九

五
キ
ロ
（
十
区
間）
で

行
わ
れ
ま
し
た
。
 

本
市
の
代
表
ラ
ン

ナ
ー
は
ひ
た
す
ら
ゴ
 

ー
ル
を
目
指
し
、
 一

人
ひ
と
り
ひ
た
む
き

に
走
り
ま
し
た
。
 

工
藤
員
裕
監
督
は
、
 

「若
い
チ

ー
ム
で
結

果
は
、
二
十
四
位
で

し
た
が
、
選
手

一
人

ひ
と
り
が
各
自
の
責

任
を
果
た
し
、
次
回

に
つ
な
が
る
走
り
を

し
ま
し
た
。
来
年
は
、
 

更
な
る
飛
躍
が
期
待

で
き
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。
 

＠
今
回
出
場
し
た
選
手
名
（
敬
称
略
）
 

第
1
区
 
赤
石
 
健
人

（2
0)
 

新
潟
大
学
三
年
 

第
2
区
 
小
野
 
文
大

（1
4)
 

五
四
中
三
年
 

第
3
区
 
佐
々
木
和
子

（1
8)
 

東
洋
大
学
一
年
 

第
4
区
 
高
橋
 
俊
輔
（
1
8)
 

日
本
体
育
大
学
一
年
 

第
5
区
 
大
久
保
 
均
（
2
3)
 

弘
前
陸
上
自
衛
隊
 

第
6
区
 
藤
森
 
将
志
（
1
6)
 

五
H
高
二
年
 

第
7
区
 
兼
平
 

愛
（
1
2)
 

五
四
中
一
年
 

第
8
区
 
鳴
海
 
昭
紀

（1
5)
 

五
高
一
年
 

第
9
区
 
対
馬
 
武
美

（4
4)
 

日
立
ハ
イ
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ツ
 

第
1
0区
 
中
谷
 
大
樹
（
1
4)
 

五
四
中
三
年
 

⑨
そ
の
他
の
代
表
選
手
 

斉
藤
全

（五
一
中
）
、
工
藤
翼

（五
 

三
中
）
、小
田
桐
俊
輔

（
木高
）
、藤
森
 

史
久

（五
工
）
、姥
名
健

（五
所
川
原
 

消
防
署
）
、森
佳
津
代
（
木
高
）
、秋
田
 

美
寿
々
（
五
四
中
）
 

働
く
婦

人
の
家

利
用
者
会
 

館
内
清
掃
 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
 

八
月
二
十
八
日
、
働
く
婦
人
の
家
利

用
者
の
会

（
三H
ク
キ
会
長
）
で
は
会

員
に
よ
る
働
く
婦
人
の
家
の
館
内
清
掃

ざ
フ
ン
テ
ィ
ア
を
行
い
ま
し
た
。
 

平
成
六
年
に
発
足
し
て
か
ら
七
年
間

毎
年
、
水
と
み
ど
り
の
小
公
園
や
牧
水

公
園
な
ど
の
清
掃
を
し
て
き
ま
し
た
が
、
 

調
理
室
や
お
茶
室
な
ど
普
段
目
の
届
か

な
い
と
こ
ろ
を
す
み
ず
み
か
ら
き
れ
い

に
し
よ
う
と
今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

な
り
ま
し
た
。
 

三
上
会
長
は
、
「利
用
者
の
サ
ー
ク

ル
に
よ
る
発
表
会
が
十
一
月
十
日
、
十

一
日
に
実
施
し
ま
す
の
で
特
に
館
内
は

き
れ
い
に
し
ま
し
た
。
皆
さ
ん
是
非
と

も
私
た
ち
の
発
表
会
を
見
に
き
て
く
だ

さ
い
」
 
とP
R
し
て
い
ま
し
た
。
 
 

ご
ざ
い
ま
し
た
5
 

⑥
社
会
福
祉
協
議
会
へ
 

〇
柳
原
繁
雄
さ
ん

（原
子
字
山
元
二
十
）
 

H
十
万
円

（
本
人
の
遺
言
に
よ
り
）
 

七
月
二
十
六
日
死
去
。
 

〇
美
し
い
着
物
み
つ
わ

（
中嶋
美
津
子

代
表
）
H
三
万
八
千
五
百
円

（
夏
の

着
物
パ
ー
テ
ィ
ー
益
金
）
。
 

〇
木
村
日
登
志
さ
ん

（
田
町
一
二
一
の

一
）
H
十
万
円
。
 

⑨
養
護
老
人
ホ
ー
ム
く
る
み
園
へ
 

〇
一一
一
上文
子
さ
ん
（
雛
田

一
四
七
ー
一

〇
）
H
寄
贈
（
布
押
絵
色
紙
二
枚
）0
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参加してみて 

就今クリーン繊族榊 
に隠旺弱「コミ滋、この揚所で
ス濫疑疑加び 
ーーーーー一ー一一一 

報を警織整議とです 
一一」竺l川鳳市環境対策課 

~’~・ー一 

個
入
及
び
会
社
に
対

し
て

五
年
以

下
の
．
投
，

し
く
《
 

干
万
以
下
の
●
金
 

中谷比瑳夫さん 

繊 

長峰 弦さん 

第

4

回
 No！ごみの不法投棄ただ今クリーン作戦実施中 

環境対策課内線 231・233 

市内数力所でごみの不法投棄が確認されて

いる中で、 8月26日に県道26号線沿い（通称

あすなろライン）で飯詰地区住民協議会のボ

ランティア35人と市職員とで不法投棄された

ごみの撤去を行いました。 

前回、五所川原市におけるごみの不法投棄

の増加とその悪質な点を紹介しましたが、今

回の場所も例に漏れず不法投棄の個所数やそ

の内容は悪質極まりないものです。 

この度回収したごみは、タイヤ、自転車、 

農機具、家庭ごみなどで、量にして約5t と大変な量でした。また、 

って周辺環境に悪影響を及ぼし、住民の生活をおびやかしています。 

市では不法投棄者の意識改革を目的として、今回ボランティア清掃

この後も、他の不法投棄個所も含めて防止活動を継続して実施してい 

ごみからの悪臭や害虫の発生によ 

した地点にごみを陳列しています。 

きます。 

想像していたよりも非常にごみの量は
多かったのが第ー印象です。家電製品、 
空き缶、農機具等何でもあり、ごみの博

物館のようでした。 
~ 	 ボランティア清掃を呼び掛けた時は、 
，‘ 	 どの位の人が協力してくれるのか心配で 

したが、全くの自発的な清掃にも関わら
ず35人が集まり、飯詰地区の方々の環境 

長峰弦さん与漂護勢農罵郵没言駿 
モラルの向上に結びつくものであり、この活動を通じて不
法投棄防止対策に市民一丸となった体制づくりが築かれる

ことを願うものです。 

今までは道路沿いに見られ
る空き缶や弁当容器等しか目
に付きませんでした。ボラン
ティア清掃を行い、隠れたと
ころに大量のごみがあること
に大変驚きました。心ない人
達が多くいると云うことがわ
かり大変残念に思います。こ

＋ノAト IIr-1- ‘ の状況を改善するには、清掃
中谷比瑳夫さん 活範令朱譲員桑扇主お呼各欝 

けを個人単位で積極的に行えば、全体の環境に
対する意識も必然と高くなるのではないでしょ

うか。 

市では、悪質な不法投棄者に対して法的手段も辞さない所存です。 
～不法投棄に対する罰則～ 

ごみを不法に投棄した場合は、 5年以下の懲役もしくはL000万以下の罰金が科されます。さらに 

法人等がごみを不法に投棄した場合は、その法人に対して 1 億円以下の罰金が科されます。 

（廃棄物の処理及び清掃に関する法律） 
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	ノ 

1．高齢者の交通事故防止 

2．シートベルトとチャイルドシートの着用の徹底 

3．タ暮れ時・夜間における交通事故防止 

”青だフて油断大敵みぎぴだり” 

Z 秋の全国交通安全運動，9月21日（金）～驚晶× 秋の全国交通安全運動， 

× 

、
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公
証
（
法
律
）
無
料
相
談

の
開
設
 

市
民
課
  

内
線
2
2
0
 

融
資

の
こ

案

内
 

青
森
県

信
用
保
証
協
会
五

所
川

原
支
所
 
公

（
3
5)
4
1
2
1
 

中
小
企
業
者
の
事
業
資
金
に
か
か
る

借
入
を
円
滑
に
す
る
た
め
、
次
の
特
別

保
証
制
度
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
 

地
元
中
小
企
業
者
の
ご
利
用
し
や
す

い
制
度
と
し
て
、
き
め
細
か
な
対
応
を

し
て
い
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
 

大
い
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
 

◇
特
別
保
証
制
度
 

市
で
は
、
青
森
公
訓
人
会
の
協
力
を
 

得
て
公
証
無
料
相
談
を
行
い
ま
す
。
 

大
切
な
契
約
や
遺
言
は
、
公
正
証
書
 

に
し
て
お
く
と
安
心
で
す
。
 

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
 

●

1
0月
3
日
困
 
1
0時

、
1
5時
 

市
役
所
北
棟
2
階
 
市
民
相
談
室
 

◇
定
員
 
8
名
 

※
定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
の
 

で
、市
民
課
ま
で
お
申
し
込
み
下
さ
い
。
 

第
4
2回
「
法
の
日
」
週
間

ア
ツ
ト

法
務
相
談
 

青
森
地
方
法
務
局
五
所
川
原
支
局

総
務
係
 
公
（

3
4)
2
3
3
0
 

項目 の簡易小口資金 〇近代化資金 

保証 
金額 

1,000万円 2,000万円 

期間 7 年以内 10年以内 

貸付 
利率 

3.5％以内 3.8％以内 

保証料 年率 0.85% 年率 0.85% 

子
育
て

セ
ミ
ナ

ー
 

働
く
婦
人
の
家
 
公
（3
5)
88
9
8
 

土
地
・
建
物
の
登
記
、
戸
籍
、
遺
産

相
続
、
国
際
結
婚
、
遺
言
、
家
屋
等
の

供
託
な
ど
法
務
行
政
に
関
す
る
何
で
も

相
談
で
す
。
（
無料

・
秘
密
厳
守
）
 

●

9
月
3
0日
回
 

1
0時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

エ
ル
ム
の
街
s
C
 

2
階
ふ
れ
あ
い
コ
ー
ナ

ー
 

●

1
0月
1
0日
困
 
1
0時

、
1
2時
 

◇
担
当
者
 
法
務
局
職
員
・
司
法
書
士
 

働
く
婦
人
の
家
3
階
第
3
講
習
室
 
土
地
家

屋
調
査
士
 

◇
講
師
 
渋
谷
 
と
く
氏
 

◇
主
催
 

※
日
頃
の
子
育
て
に
つ
い
て
の
問
題
・
 

法
務
局
五
所
川
原
・
鯵
ケ
沢
支
局
 

疑
問
点
等
を
、
長
年
の
経
験
を
も
と
 

司
法
書
士
会
五
所
川
原
支
部
 

に
ど
う
す
れ
ば
よ
い
か
を
考
え
ま
す
。
 

土
地
家
屋
調
査
士
会
五
所
川
原
支
部
 

平
成
1
3年
度
 

一
日
講
座
の
開
催
 

商

工
振
興
課
 

内
線

3
8
3
 

●

9
月
2
8日
国
 

1
3時
3
0分

、
1
5時
3
0分
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

視
聴
覚
室
 

◇
テ
ー
マ
 

「七
味
唐
辛
子
の
お
話
」
 

七
味
唐
辛
子
の
ル
ー
ッ
、
そ
の
ブ
 

レ
ン
ド
の
仕
方
、
各
素
材
の
薬
効
に
 

つ
い
て
学
び
ま
す
。
 

◇
講
師
 
北
海
道
医
療
大
学
 

薬
用
植
物
園
長
 
堀
田
 
清
氏
 

◇
定
員
 
3
0名
 

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。
 

◇
受
講
料
 
無
料
 

◇
申
込
方
法
 
商
工
振
興
課
で
電
話
に
 

て
受
付
し
ま
す
。
 
 

講
習

会
及
び

試
験
の
お
知
ら
せ

消
防

本
部
 
公
（
3
5)2
0
1
9
 

消
防
設
備
士
講
習
 

●

1
0月
2
4日
困
・
2
5日
困
・
2
6日
国
 

青
森
県
火
災
共
済
会
館
（
青
森
市
）
 

◇
受
付
期
間
 

9
月
2
5日
因

、
1
0月
1
5日
囲
 

◇
対
象
者
 

・

消
防
設
備
士
免
状
の
交
付
を
受
け
た

日
か
ら
2
年
以
内
の
者
 

・

前
記
の
講
習
を
受
け
た
日
及
び
前
回

受
講
し
た
日
か
ら
5
年
以
内
の
者

※
申
請
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

危
険
物
取
扱
者
試
験
 

●

1
1月
1
1日
卿
 

青
森
市
 
青
森
大
学
 

弘
前
市
 
弘
前
東
工
業
高
等
学
校
 

◇
受
付
期
間
 

9
月
2
0日
困
、
1
0月
2
日
因
 

※
願
書
は
消
防
署
に
あ
り
ま
す
。
 

危
険
物
取
扱
者
試験
に
伴
う
事
前
講
習
 

●

消
防
法
令
 
1
0月
2
5日
困
 

9
時

、
1
7時
 

●

物
理
化
学
 
1
0月
2
6日
国
 

9
時

、
1
7時
 

五
所
川
原
地
域
職
業
訓
練
セ
ン
タ

ー
 

◇
受
付
 
当
日
会
場
に
て
8
時
3
0分
か
 

ら
行
い
ま
す
。
 

◇
問
い
合
わ
せ
 

木
村
石
油
 
費
（3
4)3
1
6
5
 



統計調査 併鷺警 事業所・1主業 

~ 平成13年l0月1日（月） 1  

10月1日、全国一斉に事業所・

企業統計調査が行われます。 

事業所・企業統計調査は、国や

都道府県、市区町村などのこれ

からの行政を考えていく上で、 

大切な基礎資料となるものです。 

9月下旬から調査員がお伺いします。 

総務省統計局 

統計調査担当 財政部企画課統計係 内線462  

各事業所に調査票をお届けします。 
事業所・企業統計調査に
こ協力を。 
届いたら早めに 	“／へ YAA 

聾 
届いたら早めに
こ記入を。 

8
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扶
養
者
に
な
っ
た
時
は
、
必
ず
種
別
変

更
の
届
出
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
届
出

を
す
る
と
、
本
人

・
配
偶
者
と
も
国
民

年
金
の
保
険
料
を
納
め
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
が
、
配
偶
者
の
届
出
（
第
3
号

被
保
険
者
該
当
届
）
を
忘
れ
て
い
る
と
、
 

保
険
料
を
納
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
状

態
の
ま
ま
と
な
り
ま
す
。
さ
か
の
ぽ
っ

て
第
3
号
被
保
険
者
に
認
め
ら
れ
る
期

間
は
2
年
ま
で
で
す
の
で
、
十
分
注
意

し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
出
稼
ぎ
か
ら
戻
ら
れ
た
と
き

も
、
必
ず
届
出
が
必
要
で
す
の
で
忘
れ

な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

家
族
で
映
画
を
 

楽
し
む
会
5
9
月
 

中
央
公
民
館
容
（3
5)
6
0
56
 

今
月
は
、
か
ら
だ
は
不
自
由
だ
け
ど
、
 

ぼ
く
は
一
生
懸
命
に生
き
て
い
る
。
悔

し
い
と
き
、
悲
し
い
と
き
、
ぼ
く
は
 

「
ワ
シ
ン
ト
ン
ポ
ス
ト

・
マ
ー
チ
」
を
口

ず
さ
む
と
元
気
に
な
れ
る
。
児
童
文
学

者
協
会
賞
受
賞
作
品
と
、
恒
例
の
『
日

本
昔
ば
な
し
』
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
 

●

9
月
2
2日
田
 
1
0時

、
1
1時
3
0分

中
央
公
民
館
2
階
視
聴
覚
室
 

◇
題
名
 
『
7
ン
ン
ト
ン
ポ
ス
ト
・
マ
 

ー
チ
』
、『日
本
昔
ば
な
し
』
よ
り
 

「は
な
た
れ
小
僧
さ
ま
」
「山
伏
石
」
 

「木
仏
長
者
」
「夢
地
蔵
」
ほ
か

◇
会
費
 
無
料
 

特
別
障
害
者
手
当
の
 

申
請
を
し
て
く
だ
さ
い
 

（
随時
、
受
付
を
し
て
い
ま
す
）
 

了
ミ
リ
ー
サ
ポ

ー
ト
セ
ン
タ

ー
 

会
員
交
流
会
・
事例
発
表
の
お
知
ら
せ
 

働
く
婦
人
の
家
 
“
(3
5)
8
95
3
 

●

9
月
2
6日
困
 
1
0時

、
1
3時
 

集
合
 
9
時
4
5分
 
働
く
婦
人
の
家

場
所
 
グ
リ
ー
ン
バ
イ
ォ
村
 

◇
内
容
 
あ
お
ぞ
ら
交
流
会

（栗
拾
い
、
 

事
例
発
表
、
ゲ

ー
ム
）
 

昼
食
時
に
事
例
発
表
 

◇
弁
当
、
飲
み
物
、
敷
物
、
軍
手
、
ナ
 

イ
ロ
ン
袋
持
参
（
希
望
者
に
は
助
円
 

の
弁
当
の
注
文
を
受
け
付
け
ま
す
）
 

◇
参
加
者
負
担
 
栗
拾
い
料
金
伽
円

◇
定
員
 
バ
ス
の
都
合
上
先
着
4
0名

※
親
子
で
の
参
加
大
歓
迎
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
1日
国
 

※
一
時
的
に
子
ど
も
の
保
育
に
お
困
り

の
方
（
軽病
児
）
、保
育
園
や
習
い
事

へ
の
送
迎
に
お
困
り
の
方
は
、
セ
ン

タ
ー
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
提
供

会
員
が
お
世
話
い
た
し
ま
す
。
 

⑥
特
別
障
害
者
手
当
 

◇
対
象
者
 

L
 
2
0歳
以
上
で
日
常
生
活
に
常
時
特

別
の
介
護
を
要
す
る
在
宅
重
度
障
害

者
 

乙
 
障
害
年
金
等
、
障
害
を
事
由
と
す

る
年
金
の
受
給
者
で
あ
っ
て
も
対
象

に
な
り
ま
す
。
 

a
 
身
体
障
害
者
療
護
施
設
等
に
入
所

し
て
い
る
場
合
及
び
病
院
等
に
3
カ

月
以
上
継
続
入
院
し
て
い
る
場
合
は

受
給
で
き
ま
せ
ん
。
 

◇
障
害
の
程
度
 
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
特
別
の
介
護
を
要
し
、
障
害
の

程
度
が
概
ね
1
級
程
度
の
障
害
が
重

複
す
る
者
又
は
寝
た
き
り
状
態
の
人

と
同
等
と
認
め
ら
れ
る
者
。
 

◇
手
当
額
及
ひ
支
払
月
 

L
 
手
当
額
は
月
額
2
6
、
8
6
0円

乙
 
支
払
月
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
 

1
1月
の
4
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
 

ま
で
を
支
払
い
ま
す
。
 

◇
支
給
の
制
限
 
本
人
及
び
本
人
の
配

偶
者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え

る
場
合
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。
 

⑨
障
害
児
福
祉
手
当
 

◇
対
象
者
 

L
 
2
0歳
未
満
で
、
精
神
又
は
身
体
に

障
害
が
あ
り
、
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
要
す
る
在
宅
障
害
児
 

乙
 
肢
体
不
自
由
児
施
設
等
に
入
所
し

て
い
る
場
合
に
は
支
給
と
な
り
ま
せ

ん
。
 

◇
障
害
の
程
度
 
日
常
生
活
に
お
い
て

常
時
介
護
を
要
す
る
障
害
児
と
は
身

体
障
害
者
手
帳
1
級
程
度
（
2
級
の

一
部
を
含
む）
の
障
害
又
は
特
別
児

童
扶
養
手
当
1
級
、
愛
護
手
帳
「A
」
 

程
度
の
障
害
の
う
ち
最
重
度
の
障
害

と
認
め
ら
れ
る
者
。
 

◇
手
当
額
及
び
支
払
月
 

L
 
手
当
額
は
月
額
1
4
、
6
1
0
円

乙
 
支
払
月
は
2
月
、
5
月
、
8
月
、
 

1
1月
の
4
期
に
そ
れ
ぞ
れ
の
前
月
分
 

ま
で
を
支
払
い
ま
す
。
 

◇
支
給
の
制
限
 
本
人
及
び
本
人
の
配

偶
者
も
し
く
は
扶
養
義
務
者
の
前
年

の
所
得
が
政
令
で
定
め
る
額
を
超
え

る
場
合
は
手
当
の
支
給
が
停
止
さ
れ

ま
す
。
 

出
稼
ぎ
と
国
民
年
金
 

国
保
年
金
課
 内
線
2
1
1
5
21
3
 

農
業
・
自
営
業
な
ど
の
国
民
年
金
第
 

1
号
被
保
険
者
の
方
が
、
出
稼
ぎ
先
で

厚
生
年
金
に
加
入
す
る
時
や
、
そ
れ
に

よ
っ
て
配
偶
者
の
方
が
社
会
保
険
の
被
 

固定資産税第3期 
国民健康保険税第3期 

の納期限です。 

忘れずに納めましよう。 

収納課 	内線431-'-' 4 3 5 
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,
 



グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
 

稲
刈
り
体
験
者
募
集
 

平
成
1
3年
度
 
排
水
設
備
工
事
 

責
任
技
術
者
の
試
験
実

施
案
内
 

下
水
道
課
計
画
係
内
線
3
1
1
・
3
1
4
 

日
本
下
水
道
協
会
青
森
県
支
部
主
催
 

の
、
県
下
統
一
試
験
を行
い
ま
す
。
 

五
所
川
原
会
場
は
、
左
記
の
日
程
で
 

実
施
い
た
し
ま
す
。
 

◇
申
込
書
配
布
 
9
月
1
7日
囲
、
 

各
市
町
村
の
日
本
下
水道
協
会
 

担
当
部
署
 

◇
申
込
受
付
 
1
0月
1
日
囲
、
5
日
国
 

各
市
町
村
の
日
本
下
水道
協
会
 

担
当
部
署
 

◇
受
験
料
 
5
、
0
0
0円
 

◇
試
験
日
 
1
1月
9
日
圏
 

受
付
 
1
3時
3
0分

、
 

試
験
 
1
4時

、
1
5時
3
0分
 

◇
試
験
会
場
 
五
所
川
原
地
域
職
業
訓
 

練
セ
ン
タ
1
 
1
階
大
教
室
 

害
虫
の
駆
除
に
つ
い
て
 

環
境
対
策
課
 内
線
2
3
1
・
2
3
3
 

隣
ま
で
迷
惑
を
か
け
る
こ
と
に
なり
ま

す
の
で
、
見
か
け
た
際
は
お
互
い
に
駆

除
を
呼
び
掛
け
ま
し
ょ
う
。
 

⑨
ス
ズ
メ
バ
チ
の
駆
除
に
つ
い
て

今
年
は
例
年
以
上
の
ス
ズ
メ
ハ
チ
の

発
生
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
刺
さ
れ
る
と

場
合
に
よ
っ
て
は
、
死
に
至
る
こ
と
も

あ
る
大
変
危
険
な
ハ
チ
で
す
。
巣
を
発

見
し
た
際
は
、
な
る
べ
く
近
づ
か
な
い

よ
う
に
し
、
専
門
の
業
者
又
は
シ
ル
バ
 

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
等
に
駆
除
を
依
頼
し

て
く
だ
さ
い
。
 

＠
私
有
地
は
自
己
責
任
で

I
 

市
施
設
や
官
地
の
樹
木
・
街
路
樹
等

に
つ
い
て
は市
で
駆
除
を
行
い
ま
す
が
、
 

私
有
地
は
自
己責
任
で
駆
除
さ
れ
ま
す

よ
う
ご
協
力
お
願
い
しま
す
。
 

農
政
課

農
政

係
 

容
（3
5)
21
1
1
内
線
3
5
3
 

献
（
3
3)
36
5
7
清
安
、
飛
島
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
自
主
公
演
の
お
知
ら
せ
 

宝
く
じ
サ
ウ
ン
ド
ス
ペ
シ
ャ
ル
 

東
京
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
コ
ン
サ
ー
ト
 

ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
助
成
公
演
 

音
楽
監
督
・
指
揮
り
ビ
ア
ノ
 
服
部
 
克
久
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

東就繊詳飴ミ 
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。
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
の
早
期
駆
除

に
つ
い
て
 

9
月
に
入
り
ア
メ
リ
カ
シ
ロ
ヒ
ト
リ
 

（
毛
虫）
の
第2
回
目
の
発
生
が
予
想
さ

れ
ま
す
。
土
地
所
有
者
の
方
は
、
責
任

を
持
っ
て
定
期
的
に
庭
木
や
防
風
林
を

見
回
り
、
早
期
駆
除
に
ご
協
力
く
だ
さ

い
。
放
置
す
る
と
被
害
範
囲
が
拡
大
し

薬
剤
散
布
の
範
囲
も
増
え
る
ほ
か
、
近
 

五
所
川
原
市
V
i
c
ウ
ー
マ
ン
と
市

で
は
、
農
業
・
農
村
の
良さ
を
体
験
し

て
も
ら
う
「
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
稲

刈
り
」
体
験
者
を
、
募
集
し
ま
す
。
 

体
験
希
望
の
方
は
、
1
0月
1
日
ま
で

左
記
の
申
込
先
に
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。
 

な
お
、
申
込
者
多
数
の
場
合
は
、先

着
2
0名
ま
で
と
し
ま
す
。
 

●

1
0月
7
日
回
 
8
時
3
0分

、
1
5時
 

※
大
型
バ
ス
で
市役
所
か
ら
送
迎
し
ま
す
。
 

◇
体
験
内
容
 
稲
刈
り
体
験
、
ソ
ー
セ
 

ー
ジ
加
工
体
験
、
お
に
ぎ
り
つ
く
り

体
験
、
栗
拾
い
、
郷
土
料
理
で
昼
食

◇
参
加
費
 
1
人
2
、
0
0
0
円
、
家

族
が
1
人
増
え
る
ご
と
に
5
0
0円

増
と
し
ま
す
。
 

※
お
み
や
げ
付
で
す
。
（
新
米
、ソ
ー
セ
 

ー
ジ
、
栗
）
 

◇
主
催
 
五
所
川
原
市
V
i
c
ウ
ー
マ
ン

◇
共
催
 
五
所
川
原
市
 

新
体
カ
テ
ス
ト
の
開
催
 

教
育
委
員
会
ス
ポ
ー
ツ
健
康
課
 

内
線
5
6
1
 

体
育
の
日
に
市
民
の
皆
様
の
体力
・

運
動
能
力
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
、
新

体
力
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す
。
た
く
さ

ん
の
ご
参
加
、
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

●

1
0月
8
日
岡
 
9
時

、
1
5時
 

五
所
川
原
市
民
体
育
館
 

◇
新
体
力
テ
ス
ト
 

●

対
象
 
2
0、
6
4歳
の
男
女
 
握
力
、
 

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
反
復

横
と
び
、
急
歩

（男
子
1
5
0
o
m
、
 

女
子
1
0
0
o
m）
、立
ち
幅
と
び
 

●

対
象
 
6
5、
7
9歳
の
男
女
 
握
力
、
 

上
体
起
こ
し
、
長
座
体
前
屈
、
開
眼

片
足
立
ち
、
1
0m
障
害
物
歩
行
、
6
 

分
間
歩
行
 

※
運
動
の
で
き
る
服
装
で
お
い
で
く
だ

さ
い
。
 

作
編
曲
家
と
し
て
有
名
な
服
部
克
久

氏
が
、
我
が
国
唯
一
の
ポ
ッ
プ
ス
オ

ー
 

ケ
ス
ト
ラ
で
あ
り
、
超
一
流
の
ミ
ユ

ー
 

ジ
シ
ャ
ン
で
構
成
す
る
東
京
ポ
ッ
プ
ス

オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
を
率
い
て
オ
ル
テ
ン
シ

ア
に
や
っ
て
来
ま
す
。
 

●

1
1月
4
日
回
 

開
場
1
8時
・
開演
1
8時
3
0分
 

オ
ル
テ
ン
、
ンア
 

◇
チ
ケ
ッ
ト
取
扱
先
（
9
月
2
0日
発
売
）
 

オ
ル
テ
、
イン
ア
、
エ
ル
ム
案
内
カ
ウ
 

ン
タ
ー
費

3
3)6
2
7
6
、
イ
オ
ン
柏
 

案
内
カ
ウ
ン
タ
ー
費

2
5)3
4
5
0
 
 

◇
主
催
 

青
森
県
、
ふ
る
さ
と
交
流
圏
民
セ
ン
 

タ
ー
事
務
組
合
、
助
自
治
総
合
セ
ン
タ
 

＠
宝
く
じ
音
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク
 

東
京
ポ
ッ
プ
ス
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
楽
器
パ
ー
ト
別
指
導
が
、
 

コ
ン
サ
ー
ト
の
前
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
 

●

1
1月
3
日
田
 
1
4時

、
1
6時
 

オ
ル
テ
ン
シ
ア
 

◇
受
講
者
 

市
内
・
北
郡
の
学
校
の
吹
奏
楽
部
員
 

◇
見
学
 
自
由

（無
料
）
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第
1
位
 
中
央
小
A
学
区
 

第
2
位
 
南
小
学
区
 

第
2
位
 
中
央
小
B
学
区
 

【
ホー
ル
イ
ン
ワ
ン
賞
】
 

中
央
小
A
学
区
 
乳
井
タ
力
子
選
手
 

中
央
小
A
学
区
 
相
馬
 
郁
子
選
手
 

中
央
小
c
学
区
 
船
橋
み
ち
子
選
手
 

中
央
小
c
学
区
 
木
村
 
恵
子
選
手
 

松
島
小
A
学
区
 
神
 
淑
子

選
手
 

松
島
小
A
学
区
 
葛
西
恵
美
子
選
手
 

松
島
小
A
学
区
 
寺
田
美
香
子
選
手
 

松
島
小
B
学
区
 
渋
谷
る
り
子
選
手
 

⑨
綱
引
き
競
技
 

第
1
位
 
栄
小
学
区
 

第
2
位
 
五
所
川
原
小
学
区
 

第
3
位
 
南
小
学
区
 

【
チー
ム
ワ

ー
ク
資
】
 栄
小
】
 

 
巨
 

夜
の
水

族
館
見
学
会
 

浅
虫
水
族
館
総

務
課
 

公
0
1
7

（
理
）
3
3
7

7
 

普
段
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
閉
館
後

の
水
族
館
の
様
子
を
、
ご
自
由
に
見
学

し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
 

●

1
0月
6

・
1
3・
2
0・
2
7日
田
 

◇
受
付
時
間
 
9
時

、
1
7時
3
0分
 

◇
見
学
時
間
 
1
7時
3
0分

、
1
9時
 

◇
参
加
料
 
シ
ョ
ー
終
了
後
の
特
別
入
 

館
料
（
一
般
・
高
校
生
7
0
0
円
、
 

小

・
中
学
生
3
5
0
円
）
 

※
1
5時
4
5分
前
に
入
館
し
た
場
合
は
通
 

常
料
金
と
な
り
ま
す
。
 

『
み
ん
な
の
ギ
ャ

ラ
リ

ー
』
 

展
示

紹
介
 

中
央
公
民
館
 
廿
（
3
5)
60
5
6
 

●

9
月
2
9日
田

、
1
0月
6
日
田
 

中
央
公
民
館
3
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
 

⑥
岩
木
吟
社
川
柳
色
紙
展
 

昨
年
、
五
所
川
原
で
行
わ
れ
た
県
下
 

川
柳
大
会
で
の
秀
作
句
の
川
柳
の
色
紙
 

展
で
す
。
 

※
「
み
ん
な
の
ギ
ャ
ラ
リ
ー
」
展
示
希
 

望
の
方
は
、
お
気
軽
に
中
央
公
民
館
 

に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
 

平
成

1
4年
版

県
民

手
帳
 

平
成

1
3年
版

県
勢

要
覧
 

2
〇
〇

1
年
版
県
勢
グ

ラ
フ

平
成

1
4年
版

青
森
県
統
計
年

鑑
の

予
約
申
し

込
み
に
つ
い
て
 

企
画
課
統
計

係
 

内
線

4
6
2
 

青
森
県
統
計
協
会
で
は
、
今
年
度
も

統
計
刊
行
物
の
販
売
を
い
た
し
ま
す
。
 

身
近
な
最
新
デ
ー
タ
が
満
載
で
す
の
で

ぜ
ひ
お
求
め
く
だ
さ
い
。
 

・

県
民
手
帳
 

5
0
0
円
 

・

県
勢
グ
ラ
フ
 

4
5
0
円
 ・

県
勢
要
覧

「統
計
で
み
る
青
森
県
の

姿
」
 

1
、
4
0
0
円
 

・

青
森
県
統
計
年
鑑
 
5
、
0
0
0
円

◇
申
込
期
限
 
9
月
2
8日
岡
 

◇
申
込
方
法
 
直
接
電
話
で
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
 

0
 

1
 

五所川原市役所 公35-2111 	平成13年 9 月15日 

間合せ 五所｝廿原地区消防事務組合消防本部丑35-2O19（内線 23) 

火災・救急出動概況 

五所I順消防署管内8月の火災、救急、救助出動件数（単位：件） 

平成12年度統一標語 

火をつけたあなたの責任最後まで 

区 分 
火 災 救 急 救 助 

月別 累計 月別 累計 月別 累計 
平成13年 5 21 113 804 4 23 
平成12年 6 23 110 754 7 21 
比 	較 ) 3 50 3 2 

第
3
2回
 
学
区
対
抗
マ
マ
さ
ん
体
（
『
 

交
「
の
入
賞
者
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
 

日
頃
、
運
動
不
足
が
ち
な
婦
人
の
健

康
・
体
力
の
維
持
・
増
進
を
図
り
な
が

ら
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
（
の
関
心
を
よ
り

一
層
盛
り
上
げ
る
と
と
も
に
、
参
加
者
 

の
親
睦
を
図
る
た
め
、
8
月
2
6日
回
五

所
川
原
市
民
体
育
館
で
、
第
3
2回
学
区

対
抗
マ
マ
さ
ん
体
育
大
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
 

成
績
は
次
の
と
お
り
で
す
。
 

⑨
キ
ッ
ク
ベ

ー
ス
ボ
ー
ル
競
技
 

第
1
位
 
中
央
小
学
区
 

第
2
位
 
松
島
小
学
区
 

第
3
位
 
五
所
川
原
小
学
区
 

【最
優
秀
選
手
賞
】
 

中
央
小
学
区
 
高
橋
 
幸
美
選
手
 

【
優
秀選
手
賞
】
 

松
島
小
学
区
 
寺
田
す
も
子
選
手
 

⑨
ソ
フ
ト
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
競
技
 

第
1
位
 
五
所
川
原
小
A
学
区
 

第
2
位
 
中
央
小
A
学
区
 

第
3
位
 
南
小
A
学
区
 

第
3
位
 
藻
川
小
A
学
区
 

冨
優

秀
選
手
賞
】
 

五
所
川
原
小
A
学
区
 

渡
辺
千
恵
子
選
手
 

【
優
秀選
手
賞
】
 

中
央
小
A
学
区
 佐

々
木
み
ど
り
選
手
 

⑨
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
競
技
 

県
営
住
宅
の
入
居
者
募
集
 

方
法
の
変
更
の
お
知
ら
せ
 

県
営
住
宅
で
は
、
従
来
、
入
居
者
を

常
時
募
集
し
、
申
込
み
の
受
付
順
に
入

居
決
定
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
1
3年
 

1
0月
1
日
か
ら
は
、
従
来
か
ら
の
公
募

方
法
の
ほ
か
、年
4
回
（1

・
4

・
7

・
 

1
0月
）
の
定
期
的
な
募
集
及
び
高
齢
者

等
に
優
遇
措
置
を
設
け
た
公
開
抽
選
に

よ
る
入
居
決
定
を
行
い
ま
す
。
 

な
お
、
平
成
1
6年
3
月
3
1日
ま
で
の

期
間
は
、
既
に
申
込
み
を
さ
れ
て
待
機

し
て
い
る
方
が
入
居
に
あ
た
り
優
先
又

は
優
遇
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
 

老人保健の受給資格について 

 

老人保健の受給資格は、健康保険法又は国民健康

保険法等の被保険者及び被扶養者等であり、当市に

住所を有する次の人が対象となります。（国保加入者

で、施設入所者の方は転出される以前の住所地から） 

①70歳以上の人 
②65歳以上70歳未満で、障害の認定を受けている人 

1 -3級・4級の―部 

●70歳到達者の資格は誕生月の翌月から 
（例）誕生日が 2日以降生まれの人は翌月の初日から 

昭和6年9月2日生まれ→昭和13年10月1日から 

誕生日が1日生まれの人はその月の初日から 
昭和6年10月1日生まれ→昭和13年10月1日から 

●ねたきリ老人（65-69歳まで）の資格の開始 
65歳以上で身体障害者の認定を受けている人 

認定を受けた日の翌月の初日から 
認定を受けた日が月の初日ならその月から 

※対象者の方には毎月20日以降にハガキにてお知ら
せいたします。 

  

 

お問い合わせ 国保年金課 内線216 

県
営
住
宅
の
公
募
状
況
は
団
地
に
よ

り
異
な
り
ま
す
の
で
、
現
在
の
公
募
状

況
や
入
居
申
込
方
法
等
の
詳
細
に
つ
き

ま
し
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
先
に
て
ご

確
認
く
だ
さ
い
。
 

【
 

,
 



、
 

太
極
拳
サ

ー
ク
ル
 

会
員
募
集
 

働
く
婦
人
の
家
 
公
（3
5)
8
8
9
8
 

第
8
回

五
所
川
原
狼
野
長
根
公
園
 

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
大
会
 

大
会
実
行
委
員
会
 工
藤
歯
科医
院
内
 

空
翌
8
8
8
3
興
3
3)1
2
7
7
 

弓
道
を
体
験
し

て
み
ま
せ
ん
か
 

五
所
川
原
弓
道
会
 

市
民
弓
道
教
室
（
後
期
）
 

ナ
リ
タ
印
店
（
新
町4
8)
 

公
（3
5)
1
0
8
3
 ●

1
0月
1
4日
回
 

9
時
3
0分
出
発
 
狼
野
長
根
公
園

◇
種
目
 

①
②
小
学
生
低
学
年
の
部
（1

、
3
年
）
 

男
・
女
 
1
5血
 

③
④
小
学
生
高
学
年
の
部
（4

、
6
年
）
 

男
・
 

狼
野
長
根
公
園
ウ
ォ

ー
ク
 

五
所
川
原
歩
こ
う
会
 

公
（3
5)
8
2
4
1
 
片
岡
 

太
極
拳
は
緩
や
か
な
流
れ
の
中
で
、
 

無
理
せ
ず
心
身
と
も
に
健
康
に
な
れ
る

運
動
で
す
。
 

●

毎
週
木
曜
日
 

1
8時
3
0分

、
2
0時

（月
3
回
）
 

働
く
婦
人
の
一
永
 

男 

⑤
⑥
中
学
生
の
部

⑦
高
校
生
の
部

⑧
高
校
生
の
部

⑨
一
般
の
部
A
 

ロ
本
古
来
の
弓
道
は
、
姿
勢
を
良
く

し
心
も
体
も
健
康
に
し
ま
す
。
あ
な
た

も
、
や
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。
弓
道
会
の

高
段
者
が
親
切
に
指
導
し
ま
す
。
お
気

軽
に
ど
う
ぞ
。
 

●

1
0月
9
日
因

、
1
1月
1
7日
田
 

毎
週
火
・
木・土
曜
日
 

旧
三
道
会
館
 
1
9時

、
2
1時
 

※
受
講
料
は
無
料
で
す
0
弓
具
は
備
え
 

付
け
の
も
の
有
り
。
 

◇
後
援
 
市
教
育
委
員
会
 

平
成
1
3年
度
五
所
川
原
市
菊
ケ
丘
？
 

フ
H
K
テ
ィ
バ
ル
防
火
グ
ラ
ウ
ン
 

ド
・
ゴル
フ
大
会
 
参
加
者
募
集
 

1.5 3 3 3 6 3 6 3 1.5 
km km km km km km km km km 

女女男男男女男女女 

⑩
フ
リ
ー
の
部
 

男
・
 

⑩
一
般
女
子
の
部
 

⑩
一
般
の
部
B
(3
5歳
以
上
）男

⑩
シ
ニ
ア
の
部
（5
0歳
以
上
）男
 

1
、
0
0
0
円
 

2
、
0
0
0
円
 

◇
参
加
料
 

小
・
中
・高
校
生
 

一
 般
 

◇
締
切
 
1
0月
5
日
国
必
着
 

き
の
こ
展
示
会
を
開
催
し
ま
す
 

《
同
時
開
催
》
き
の
こ
写
真
展
 

五
所
川
原
山
酔

会
事

務
局
 

費
（3
5)
2
1
1
1
 内
線
4
0
5
 ●

1
0月
7
日
卿
 

菊
ケ
丘
運
動
公
園
G
G
場
 

◇
参
加
対
象
 

県
内
グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
愛
好
者
 

◇
種
目
 

年
齢
別
個
人
戦
、
ペ
ア
マ
ッ
チ
 

◇
申
込
締
切
 
9
月
2
1日
圏
必
着
 

●

9
月
2
4日
囲
振
替
休
日
 

集
合
8
時
3
0分
 
松
島
会館
 

出
発
9
時
 
帰
着
1
5時
頃
 

◇
コ
ー
ス
 
松
島
会
館
か
ら
狼
野
長
根
 

公
園
往
復
2
5血
 

◇
参
加
資
格
 
健
康
で
2
5血
程
度
歩
け
 

る
方
 

◇
参
加
料
 
卿
円

（傷
害
保
険
料
含
む
）
 

※
事
前
申
込
み
不
要
 

※
小
雨
決
行
 

◇
服
装
、
持
参
す
る
も
の
 

履
き
慣
れ
た
靴
、
帽
子
、
手
袋
、
 

汗
ふ
き
、
昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え
、
 

敷
物
、
雨
具
な
ど
 

五
所
川
原
歩
こ
う
会
会

員
募
集
中
 

と
芸
《
又
永
わ
ら
 

題
字
 
斎

藤
 
清
泉
 

〔
津
軽
ア

ス
ナ

ロ
短
歌
会
〕
 

雑
草

の
中
か
ら

一
東
の
三
ッ
葉
摘
む
 

夫
と
ニ

人
の
タ
飼
の
た

め
に
 

野
呂
 
ト

ム
 

つ
れ
づ
れ
に

人
の
心
の
し
み
じ

み
と
 

優
し

さ
苦
し

さ
泌
み
る
秋

の
夜
  

エ
藤
 
瑛
子
 

溜
り
た

る
憂
さ

を
一
気

に
喋
り
出

す
 

老
ら
に
爽

や
か
草

原
の
風
 

宮
本
 
う
め
 

初
孫
と
暮
し

た
み
月
つ
か
の
間

で
 

婚
家

に
帰
え

る
夜

は
酔
月
 

高
橋
 
教
悦
 

年

々
に
さ
び
れ
ゆ
く
影
漂
ひ

ぬ
 

次
々
消
ゆ

る
し

に
せ
の
店
舗
 

山
中
美
智
子
 

し
き
り
鳴

く
虫
の

声
聞

く
タ
暮

れ
に
 

野
ア
ザ

ミ
深
き
色

か
ざ

し
立

つ
 
蝦

名
 

良
子
 

約
束

の
友
は
来
ぬ
な
り
厨
辺
に
 

手
作
り
パ
ン

の
一
日
香

れ
り
 

野
呂
 
富
枝
 

青

々
と
草
繁
れ
ど

も
刈
り
も

せ
ず
 

天
の
摂
理

と
う
そ

ぶ
く
わ
れ

は
 
山
中
 

治
 

壷
形
の
土
器

に
溜
め
る
む
怨

嵯
の
こ

哀
 

聞
か
む
と
停

て
ば
枇
杷
色

の
月
 
山
谷
 
久

子
 

あ
が
く
蟻
一

っ
土
の
面
に
見

て
し
よ
り
 

朝
光

は
寂
し

き
も

の
と
思

へ
り
 
大

沢
 
寿
夫
 

〇
1
0月
8
日
囲
 
1
0時

、
1
6時
 

五
所
川
原
中
三
 
5
階
催
事
場

◇
鑑
定
 
松
井
和
雄
先
生
 

/
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減塩ポイント
メニュー ④ 

五所川原市食生活改善推進員会  

救急医編 医 

イ 	 、 

材 料（4人分） 
さんま 	中 4 尾 

大根おろし 120 g 
合わせ酢 

しょうゆ 小さじ 2 
、 

りんご酢 小さじ 2
ノ 

健 康 相 談 
各地区での身も心もさっぱりする健康相談 

◆内容…病気の相談、心の相談、血圧測定など保健婦 

が相談に応じます。 

◆持参するもの・・・健康手帳（お持ちの方） 

開 催 場 所 開催月日 開催時間 

コミュニテイセンター三好 9 月26日切ぐ 11:00-42:30 
毘沙門・長富コミュニテイセンター 9 月27日（わ 1O:30--12:00 
コミュニテイセンター飯詰 9 月28日園 1O:30-12:0O 

すくすく健診 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆受付時間・・・12時30分から12時45分 

※ 3 歳児健診のみは12時15分から12時30分
◆持参するもの・・・母子健康手帳、バスタオル 

対象児 期 日 主 な 内 容 

4 カ月児 

健 	診 

平成13年 

5 月生まれ 

10月 9 日

因 

小児科診察、身体計測、神
経芽細胞腫検査セット配布、 
離乳食試食、育児情報交換
等 

1 	歳 

6 カ月児 

健 	診 

平成12年 

4 月生まれ 

10月23日
因 

小児科・歯科診察、歯科保
健指導、身体計測、発達相
談等 

3 歳児 

健 	診 

平成10年 

6 月生まれ 

10月25日
困 

※対象者に個別通知します。 
小児科・歯科診察、身体計
測、尿検査、視聴覚検査、 
発達相談等 

※お願い 健診に来られなかった方は、はつらつ女性課までご連絡ください。 
病気療養中のお子さんは、翌月の健診を受けることができます。 

母と子の相談日 
◆場所・・働く婦人の家・保健センター（新町バス停前） 

◆持参するもの・・・母子健康手帳 

開 設 日 時 間 内 	容 

10月11日（わ 各月齢での成長、 

10月24日困 10 :00-12 :00 発達、育児、遊び、 

※24日の午後は電話予約 13 :00--15 :00 栄養（離乳食等） 
となっています。 相談 

食生活指針その3 

主食・主菜・副菜を基本に、食事のバランスを 

毎日の食事に主食・主菜‘副菜を揃える習慣をつけましよう。 

―つの食品で全ての栄養素を必要なだけ含んでいるもの

はありません。いろいろな食品を選び、偏らないようにす

ることが栄養のバランスをとる秘訣です。 

l 私まの塩焼き 

[1人分】 

1 99kai 
塩分 O.6g 
（平均的な焼魚の 

場合 2.Og) 

作り方 

(1）さ ん ま…一尾のまま使用する。裏側に切れ目を 

入れ、内臓を取りだしよく洗う。 
(2）大 根…皮をむき、おろす。 

(3）合わせ酢・・・しょうゆとりんご酢を、合わせておく。 

①さんまは水気をふいて、両面を焼く。（塩で食べる時 

は、焼けたらすぐに塩を均一にふりかける） 

②器によそい、手前に大根おろしをつける。 

③りんご酢しょうゆの合わせ酢を添える。 

／減塩のボイント 
酢やかんきつ類の酸味を利用したり、 
青しそ・生萎ーみょうがなどの香草を 

×添えると味がひきしまります。 	 三森 苗文子合長 

（青森県「あおもり味来メニュ 集」よ切 

献血のご案内 
期 日 時 間 場 	 所 

10月 2 日因 10 :00 -15:30 日立北海セミコンダクタ

株式会社 

月 日 曜日 医療機関名 所 在 電 話 

9 月23日 口
］
 
 

清水クリニック 
五所川原市字
鎌谷町103-1 35-3663 

9 月24日 口
月
 

瀬川内科クリニック 
五所川原市
松島町1丁目79 33-0202 

9 月30日 日
  

図済生堂 増田病院 
五所川原市
字新町41 34-2727 

※ 1．対応時間（電話で確認）9 時から17時まで。 
2．その他、消防署（救急病院紹介廿34-4999）で紹介します 
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下
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本
ご
し
ら
え
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